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令
和
元
年
度
は
有
形
文
化
財
︵
建

造
物
︶
と
し
て
﹁
旧
渋
沢
家
住
宅
︵
部

材
︶
﹂
を
指
定
し
ま
し
た
︒

旧
渋
沢
家
住
宅
は
︑
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
渋
沢
栄
一
と
そ
の
家
族

が
暮
ら
し
た
住
宅
で
す
︒
明
治
�
年

︵
�
�
�
�
年
︶
︑
深
川
福
住
町
︵
現

永
代
�
︶
に
購
入
し
た
屋
敷
へ
転
居

し
た
栄
一
は
︑
�
階
建
の
﹁
表
座
敷
﹂

を
新
築
す
る
な
ど
し
て
同

年
に
日

21

本
橋
へ
転
居
す
る
ま
で
こ
こ
で
暮
ら

し
ま
し
た
︒
住
宅
は
︑
そ
の
後
も
渋

沢
家
の
住
ま
い
と
し
て
使
用
さ
れ
ま

し
た
︒

明
治

年
︵
�
�
�
�
年
︶
︑
住
宅

41

は
三
田
綱
町
︵
現
港
区
︶
に
移
築
さ

れ
︑
昭
和
	
～


年
︵
�
�
�
�
～

�
�
年
︶
に
は
孫
の
敬
三
に
よ
っ
て

大
改
造
が
行
わ
れ
︑
洋
館
が
増
築
さ

れ
ま
し
た
︒
昭
和

年
︵
�
�
	
�

21

年
︶
︑
財
産
税
の
支
払
い
と
し
て
住

宅
は
国
に
物
納
さ
れ
︑
国
の
施
設
と

し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
︑
の
ち
︑

渋
沢
家
の
執
事
で
あ
っ
た
杉
本
行
雄

に
払
い
下
げ
ら
れ
︑
平
成
�
年
︵
�

�
�
�
年
︶
に
青
森
県
六
戸
町
へ
移

築
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
清
水
建

設
︵
株
︶
の
所
有
と
な
り
︑
解
体
・

移
送
さ
れ
︑
現
在
は
部
材
の
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
︒

住
宅
は
何
度
か
の
移
築
と
増
改
築

を
経
て
い
ま
す
が
︑
そ
の
中
心
に
は

深
川
で
建
設
さ
れ
た
﹁
表
座
敷
﹂
が

あ
り
︑
そ
れ
を
維
持
す
る
形
で
増
改

築
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
﹁
表
座
敷
﹂

に
は
︑
当
初
の
形
態
や
工
法
な
ど
が

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

住
宅
は
︑
和
風
と
洋
風
と
を
巧
み
に

調
和
さ
せ
た
設
計
と
施
工
技
術
お
よ

び
意
匠
・
用
材
の
優
秀
さ
を
備
え
て

お
り
︑
日
本
の
近
代
住
宅
史
上
の
貴

重
な
建
造
物
で
す
︒

な
お
︑
旧
渋
沢
家
住
宅
は
︑
潮
見

に
移
築
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

令
和
元
年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ

た
文
化
財
は
上
記
の
通
り
で
す
︒

ま
た
︑
区
登
録
無
形
文
化
財
︵
工

芸
技
術
︶
保
持
者
の
斎
藤
司
郎
さ
ん

︵
提
燈
製
作
︶
が
ご
逝
去
さ
れ
︑
吉

澤
清
さ
ん
︵
庖
丁
製
作
︶
が
区
外
へ

転
出
さ
れ
︑
保
持
者
認
定
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
︒

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
	
�
)
�
	
�
�

指
定
文
化
財

�
件

﹇
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
﹈

○
旧
渋
沢
家
住
宅

き
ゅ
う
し
ぶ
さ
わ
け
じ
ゅ
う
た
く

(
部ぶ

材ざ
い

)

(
木
場
�

清
水
建
設
(
株
)
)

登
録
文
化
財

�
件

﹇
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
﹈

○
旧
渋
沢
家
住
宅

き
ゅ
う
し
ぶ
さ
わ
け
じ
ゅ
う
た
く

(
部ぶ

材ざ
い

)

(
木
場
�

清
水
建
設
(
株
)
)

﹇
史
跡
﹈

○
干
'
場

ほ

し

か

ば

(
元も

と

場ば

)
跡あ

と

(佐
賀
�
︱

・

・

・

付
近
)

14

15

17

18

登
録
文
化
財
内
容
変
更

﹇
史
跡
﹈

○
干
'
場

ほ

し

か

ば

(
永え

い

代た
い

場ば

)
跡あ

と

(
佐
賀
�
︱

�
・

付
近
)

12

本
書
は
︑
教
育
委
員
会
で
収
集
し

た
戦
前
の
絵
葉
書
を
通
し
て
︑
江
東

区
の
近
代
の
景
観
を
知
っ
て
い
た
だ

く
シ
リ
ー
ズ
の
第
	
集
で
す
︒

今
回
は
︑
臨
海
地
で
起
き
た
災
害

や
出
来
事
な
ど
に
関

す
る
絵
葉
書
︵
明
治

年
の
暴
風
雨
︑
大

44正

年
の
オ
ー
ト
バ

11
イ
競
走
大
会
︑
昭
和

年
幻
の
万
国
博
覧

15会
︶
を
取
り
上
げ
ま

す
︒

﹇
規
格
﹈Ａ
	
判
︑

頁
16

﹇
価
格
﹈


�
�
円

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

℻

(
�
�
	
�
)
�
	
�
�

▲絵葉書で見る江東百景
臨海地の記憶

兼
題
は
﹁
芭
蕉
を
偲
ぶ
句
﹂
の
ほ

か
に
︑
﹁
今
年
の
テ
ー
マ
句
﹃
和
﹄
﹂

か
ら
も
選
べ
ま
す
︒
元
号
が
令
和
に

改
ま
り
︑
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し

た
︒
平
和
︑
温
和
︑
調
和
な
ど
︑﹁
和
﹂

の
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
て
も
﹁
和
﹂
を

詠
み
こ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
︒

﹇
投
句
﹈
�
句
�
組
︵
兼
題
﹁
芭
蕉
を

偲
ぶ
句
﹂
ま
た
は
今
年
の
テ
ー
マ

﹁
和
﹂
の
句
�
句
と
︑
四
季
雑
詠
�

句
︶
︒
規
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ

	
判
の
用
紙
を
使
用
し
︑
は
っ
き
り

と
楷
書
で
記
入
︑
漢
字
に
は
フ
リ
ガ

ナ
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
※
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
︒
何
組
で
も
可
︒

﹇
投
句
料
﹈
�
句
�
組
�
︑
�
�
�
円

︵
大
会
句
集
お
よ
び
送
料
込
み
︶
※

定
額
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
の
み

︵
切
手
不
可
︶
︒

﹇
注
意
事
項
﹈類
句
︑
類
想
句
︑
二
重

投
稿
︵
句
会
報
・
結
社
誌
・
大
会
句

集
・
新
聞
・
雑
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
︑
本
大
会
へ
の
投
句
以
前
に
既

に
投
句
さ
れ
た
も
の
︶
に
つ
い
て
は
︑

賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
派
生
す

る
す
べ
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
︒

﹇
選
者
﹈池
田
澄
子
・
稲
畑
廣
太
郎
・

井
上
康
明
・
大
木
あ
ま
り
・
小
川
軽

舟
・
�
桃
子
・
宮
坂
静
生
︵

音
順
・

50

敬
称
略
︶

﹇
賞
﹈時
雨
忌
賞
・
芭
蕉
記
念
館
賞
各

�
人
に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
︑
作
品

を
一
年
間
館
内
に
掲
示
︒
各
選
者
に

よ
る
特
選
�
句
に
賞
状
お
よ
び
記
念

品
︒
各
選
者
に
よ
る
入
選

句
に
賞

10

状
︒
各
選
者
に
よ
る
選
外
佳
作

句
20

︵
大
会
句
集
掲
載
の
み
︶
︒

﹇
発
表
﹈
�
月
末
日
ま
で
に
入
賞
者
に

直
接
通
知

﹇
授
賞
式
﹈

月

日
︵
日
︶
午
後
�

10

11

時
か
ら
芭
蕉
記
念
館
で

﹇
締
切
﹈
�
月

日
︵
金
︶
必
着

31

﹇
投
句
方
法
﹈郵
便
番
号
︑
住
所
︑
氏

名
︑
俳
号
︵
各
ふ
り
が
な
︶
︑
年
齢
︑

性
別
︑
電
話
番
号
を
記
入
し
︑
投
句

料
と
と
も
に
作
品
を
〒

︱

常
盤

135

0006

�
︱

�
︱

�
芭
蕉
記
念
館
へ
郵
送
※

記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
大
会

事
業
以
外
に
利
用
し
ま
せ
ん
︒

☎
(
�
�
�
�
)
�
	
	
�

℻

(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

江
東
区
芸
術
提
携
団
体
で
あ
る
東

京
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

管
弦
楽
団
の
楽
団
員
が
︑
楽
器
の
演

奏
方
法
を
教
え
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

28

10

午
後
�
時

▢場
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う

練
習
室
ほ
か

▢人
①
個
人
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
対

45

象
の
楽
器
経
験
が
あ
る
小
学
生
以
上

の
方
※
経
験
年
数
は
不
問
︑
②
パ
ー

ト
レ
ッ
ス
ン
︵

分
︶：
ア
マ
チ
ュ
ア

60

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
で

活
躍
中
の
方
︵
	
人
ま
で
・
同
じ
楽

器
︑
曲
目
に
限
る
︶
︵
抽
選
︶

﹇
対
象
楽
器
﹈ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ

オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・

フ
ル
ー
ト
・
オ
ー
ボ
エ
・
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
・
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
ホ
ル
ン
・
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
チ

ュ
ー
バ
※
楽
器
は
各
自
持
参

▢費
①
大
人
�
︑


�
�
円
︑
小
・
中

学
生
�
︑


�
�
円
②
大
人
�
︑
�
�

�
円
︑
小
・
中
学
生
	
︑
�
�
�
円

▢締


月

日
︵
土
︶午
後


時
必
着

23

▢申
区
内
各
文
化
セ
ン
タ
ー
︑
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
︑
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と

う
に
あ
る
申
込
用
紙
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
︵

▢
h
ttp
s:/
/
w
w
w
.k
c
f.o
r.

HP

jp
/
tia
ra
︶
か
ら
も
入
手
可
︶
に
記

入
し
︑
〒

︱

住
吉
�
︱

︱

135

0002

28

36

テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
へ
郵
送
︑
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
�
�


)




�
�

℻

(
�
�
�


)




	
�

大
人
気
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
サ
ン

ゴ
や
貝
︑
海
藻
な
ど
海
の
漂
流
物
で
︑

眺
め
て
い
る
だ
け
で
爽
や
か
な
気
分

に
な
る
小
さ
な
海
の
空
間
を
創
り
出

し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
午
前

時
～

28

10

正
午

▢場
中
川
船
番
所
資
料
館
︵
大

島
�
︱

�
︱

︶
15

▢人
小
学
生
以
上

人
︵
申
込
順
︶

20

※
小
学
�
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▢費
�
︑
�
�
�
～
�
︑
�
�
�
円

▢師
コ
コ
ペ
リ
プ
ラ
ス

▢申


月

日
︵
日
︶
午
前
�
時
か

10

ら
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
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�
�
�
�
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�
�
�
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℻
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